
は
し
が
き

　

一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
、
社
会
心
理
学
者
・
文
化
人
類
学
者
の
我
妻
洋
は
、
そ
の
著
『
家
族
の
崩
壊
』
に
お
い
て
、
当
時
「
日

本
に
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
社
会
の
病
理
的
側
面
」
と
し
て
、
離
婚
・
非
嫡
出
子
の
増
加
、
児
童
虐
待
、
妻
に
対
す

る
夫
の
暴
力
行
為
、
校
内
暴
力
な
ど
の
「
異
常
現
象
」
を
紹
介
し（

１
）
た
。
同
時
に
我
妻
は
、「
世
界
の
ど
こ
の
社
会
で
も
産
業
化
と
都
市

化
が
進
め
ば
、
そ
の
社
会
本
来
の
伝
統
的
な
価
値
観
や
慣
習
や
、
物
の
考
え
方
感
じ
方
、
人
間
の
あ
り
方
な
ど
が
「
近
代
化
」
し
て
同

じ
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
社
会
進
化
論
の
延
長
と
し
て
の
「
収
斂
理
論
」
を
批
判
し
、「
私
は
日
本
の
家
族
が
変
わ
ら
な
い
な
ど
と
い

う
つ
も
り
は
な
い
。
現
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
変
化
す
る
に
違
い
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
日
本
家
族
の
「
ア
メ
リ
カ
化
」
で

は
あ
り
え
な
い
」
と
主
張
し
て
い（

2
）
た
。

　

我
妻
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
家
族
の
崩
壊
」
を
紹
介
し
て
か
ら
一
五
年
を
経
た
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
、
日
本
お
い
て
も
、
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「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
と
「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
が
議
員
立
法
に
よ
り
、
か
つ
全
会
一
致

で
成
立
し
た
。
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
に
は
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
が
、

二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
に
は
、「
高
齢
者
の
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
が
、
二
〇
一
一

（
平
成
二
三
）
年
に
は
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
が
、
同
様
に
議
員
立
法
に
よ

り
、
か
つ
全
会
一
致
で
可
決
成
立
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
立
法
は
、
す
べ
て
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
先
行
事
例
に
学
ぶ
形
で
我
が
国
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
で
は
、
州
法
と
し
て
最
初
の
児
童
虐
待
通
告
法
が
一
九
六
三
年
に
（
3
）、

連
邦
法
で
あ
る
児
童
虐
待
防
止
法
（Child A

buse Prevention 

and T
reatm

ent A
ct: CA

PT
A

）
が
一
九
七
四
年（

4
）
に
、
州
法
と
し
て
最
初
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
防
止
法
が
一
九
七
六

年
に
（
5
）、
連
邦
法
で
あ
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
防
止
法
（V

iolence A
gainst W

om
en A

ct: V
A

W
A

）
が
一
九
九
四
年（

6
）
に
、
州
法
と
し
て

最
初
の
ス
ト
ー
キ
ン
グ
禁
止
法
が
一
九
九
〇
年（

7
）
に
、
州
を
跨
い
だ
ス
ト
ー
キ
ン
グ
行
為
を
保
護
命
令
の
対
象
に
含
め
る
女
性
に
対
す
る

暴
力
防
止
法
改
正
が
一
九
九
六
年（

8
）
に
、
州
法
と
し
て
最
初
の
高
齢
者
と
障
害
の
あ
る
成
人
の
虐
待
通
告
を
目
的
と
し
た
成
人
保
護
サ
ー

ビ
ス
法
が
一
九
七
三
年（

9
）
に
、
高
齢
者
虐
待
防
止
に
関
す
る
規
定
を
追
加
し
た
高
齢
ア
メ
リ
カ
人
法
（T

he O
lder A

m
ericans A

ct

）
改

正
が
一
九
九
二
年（

10
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
に
先
行
し
て
成
立
し
て
い
る
。

　

家
族
に
関
す
る
「
異
常
現
象
」
へ
の
法
的
対
応
の
カ
タ
ロ
グ
に
関
す
る
限
り
、
今
日
の
日
本
は
ま
さ
に
「
ア
メ
リ
カ
化
」
し
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
状
況
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
　
現
代
社
会
と
虐
待
防
止
法

　

こ
の
よ
う
な
動
き
を
マ
ク
ロ
な
視
点
で
説
明
す
る
理
論
が
い
わ
ゆ
る
「
法
化
」
論
で
あ
る
。
家
族
を
め
ぐ
る
法
化
に
つ
い
て
、
巻
口
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勇
一
郎
は
「
現
在
の
わ
れ
わ
れ
の
社
会
の
よ
う
な
機
能
分
化
し
た
社
会
で
は
、
諸
個
人
が
緊
密
で
親
密
な
関
係
を
と
り
結
ぶ
集
団
に
は

家
族
を
こ
え
る
よ
う
な
大
き
な
も
の
は
も
は
や
存
在
し
な
い
が
、
家
族
の
も
つ
個
人
に
対
す
る
統
制
力
は
疑
い
も
な
く
減
少
し
て
い

る
。
ア
ノ
ミ
ー
や
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
い
っ
た
俗
悪
な
社
会
環
境
が
家
庭
に
ま
で
進
出
し
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（D

.V
.

）、

子
の
親
に
対
す
る
家
庭
内
暴
力
、
親
に
よ
る
児
童
虐
待
、
引
き
こ
も
り
、
少
年
非
行
、
薬
物
中
毒
な
ど
の
家
庭
病
理
が
生
ず
る
。
他

方
、
国
家
法
は
、
家
族
問
題
に
関
す
る
規
制
的
機
能
を
発
揮
す
る
に
は
あ
ま
り
に
疎
遠
で
非
人
格
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
族
に
お
け

る
規
制
は
、
物
理
的
強
制
を
伴
う
非
人
格
的
な
法
に
よ
る
傾
向
が
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
る
。
家
族
に
お
け
る
規
制
は
、
社
会
秩
序

の
法
化
＝
家
族
機
能
の
外
部
化
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い（

11
）

る
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
近
代
国
家
は
社
会
に
お
け
る
権
限
を
集
中
さ
せ
た
主
権
国
家
と
し
て
立
ち
現
れ
た
が
、
中
間
団
体
や
私
的
領

域
の
自
律
性
が
全
く
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
私
的
自
治
は
近
代
民
事
法
に
お
け
る
原
則
と
さ
れ
、
罪
刑
法
定
主
義
な
ど

近
代
刑
事
法
の
原
則
も
ま
た
、
権
力
的
介
入
の
謙
抑
を
旨
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
近
代
化
を
論
じ
る
一
九
世
紀
の
社
会
学
に
お
い

て
、
人
間
の
基
本
的
人
格
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」（
テ
ン
ニ
ー
ス
）・「
第
一
次
集
団
」（
ク
ー
リ
ー
）

の
典
型
と
し
て
、
常
に
掲
げ
ら
れ
た
の
は
家
族
で
あ
っ
た
。
近
代
化
が
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
か
ら
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
へ
」
の
動
態
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
近
代
社
会
は
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
と
い
う
二
元
的
構
造
に
お
い
て
成
立
し
て
い
た
の
で

あ
り
、
家
族
を
は
じ
め
と
す
る
前
国
家
的
部
分
社
会
は
近
代
社
会
の
基
盤
と
措
定
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
自
由
主
義
国
家

に
お
い
て
、「
家
庭
は
「
市
民
的
自
由
の
砦
」
と
観
念
」
さ
れ
、
家
族
に
対
す
る
権
力
的
介
入
は
「「
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
」
に

〈
補
充
的
（subsidiary

）〉
に
行
わ
れ
る
も
の
」
で
あ
っ（

12
）
た
。

　

し
か
し
、「
家
族
の
崩
壊
」
と
い
う
認
識
が
一
般
化
す
る
こ
と
で
刑
事
法
の
謙
抑
性
の
緩
和
と
福
祉
行
政
的
介
入
の
必
要
性
が
唱
え

ら
れ
、
家
族
に
お
け
る
虐
待
に
関
し
て
は
「
被
害
防
止
の
必
要
性
が
強
く
求
め
ら
れ
る
中
で
、
近
年
で
は
、
実
害
の
発
生
を
待
つ
の
で
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は
な
く
、
よ
り
早
期
の
段
階
で
権
力
的
な
介
入
を
す
る
法
制
が
設
け
ら
れ
て
き
て
い（

13
）

る
」。
一
方
、「
法
は
家
庭
に
入
ら
ず
」
を
打
破

し
、
法
が
家
族
の
中
か
ら
個
人
を
救
い
出
す
こ
と
は
、
必
然
的
に
法
が
既
存
の
家
族
関
係
を
毀
損
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
ま
た
究
極
的

に
は
法
の
前
提
す
る
理
念
に
よ
っ
て
私
的
関
係
を
一
元
化
し
、
多
元
的
価
値
の
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

こ
う
し
て
、
私
的
領
域
に
対
す
る
法
的
介
入
の
補
充
性
緩
和
が
進
む
一
方
、「
同
時
に
、
個
人
の
自
己
決
定
や
自
主
的
相
互
交
渉
、

各
種
の
社
会
的
な
関
係
・
組
織
・
団
体
の
自
己
規
律
を
尊
重
す
べ
き
だ
と
す
る
考
え
も
強
ま
り
、
国
家
や
自
治
体
が
一
定
の
行
動
基
準

を
画
一
的
に
強
制
し
た
り
、
た
と
え
善
意
で
あ
っ
て
も
一
方
的
な
判
断
で
私
的
活
動
や
個
人
生
活
に
介
入
し
た
り
す
る
こ
と
に
対
す
る

批
判
も
高
ま
っ
て
お
り
、「
法
化
」
の
限
界
・
弊
害
が
問
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
非
＝
法
化
」
も
説
か
れ
る
」
状
況
に
あ（

14
）

る
。

　
「
法
化
」
の
限
界
を
人
間
関
係
と
の
関
係
で
考
え
る
な
ら
ば
、
法
は
既
存
の
人
間
関
係
を
補
強
す
る
こ
と
や
切
断
す
る
こ
と
と
、
人

間
関
係
形
成
の
契
機
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
も
、
人
間
関
係
そ
の
も
の
―
信
頼
や
愛
―
を
形
成
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と

う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ（

15
）
う
。
そ
し
て
、「
法
化
」
の
弊
害
と
は
幾
何
学
的
で
一
面
的
な
価
値
に
よ
り
、
繊
細
で
有
機
的
な
人
間
関
係
を

解
体
す
る
点
に
あ（

16
）
る
。
つ
ま
り
、
人
間
関
係
の
「
機
微
に
触
れ
る
」
私
的
領
域
に
対
す
る
法
的
規
制
に
は
、「
そ
の
規
制
に
伴
う
副
作

用
」
が
存
在
す（

17
）
る
。
警
察
庁
「
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
運
用
上
の
留
意
事
項
」
に
、
同
法
が
規
制
す
る
行
為
の
中
に
は
「
日
常
生
活
に
お

い
て
容
易
に
行
わ
れ
や
す
い
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
法
の
運
用
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
人
権
侵
害
と
の
非
難
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、
法
の
適
切
な
運
用
に
留
意
す
る
こ
と
」
と
い
う
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
「
副
作
用
」
の
リ
ス
ク
を
端
的
に
示
す

も
の
で
あ（

18
）
る
。

　

な
お
、
私
的
領
域
に
関
す
る
介
入
法
を
論
ず
る
際
、
刑
事
法
的
介
入
と
福
祉
法
的
介
入
を
二
分
的
に
捉
え
、
両
者
の
異
質
性
を
前
提

に
、
前
者
の
謙
抑
と
後
者
の
積
極
を
説
く
議
論
も
少
な
く
な（

19
）
い
。
両
者
の
異
質
性
を
議
論
の
前
提
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で

あ
る
が
、
同
時
に
、
刑
事
法
的
介
入
も
福
祉
行
政
的
介
入
も
私
的
領
域
へ
の
公
権
的
介
入
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
共
通
の
性
格
を
有
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す
る
と
い
う
側
面
は
軽
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
私
的
領
域
に
対
す
る
法
的
介
入
は
、「（
夫
婦
間
の
）
冗
談
（
ユ
ー
モ
ア
）、
し

つ
け
（
名
目
で
の
暴
力
）
と
い
う
加
害
者
に
典
型
的
な
二
重
道
徳
や
勝
手
な
正
当
化
（
多
元
的
価
値
や
個
別
的
な
状
況
の
定
義
）
を
、
否

応
な
し
に
法
が
一
元
化
す
る
こ
と
を
意
味
す（

20
）
る
」。
社
会
国
家
的
な
福
祉
理
念
に
基
づ
く
行
政
的
介
入
で
あ
る
と
し
て
も
、「
こ
れ
が
機

能
し
う
る
の
は
保
護
す
る
者
に
対
す
る
信
頼
が
確
保
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
な
の
で
あ
っ
て
、
信
頼
の
基
礎
が
失
わ
れ
れ
ば
「
保

護
」
は
刑
罰
に
も
劣
ら
ぬ
自
由
の
抑
圧
と
な
る
」
こ
と
に
も
注
意
が
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な（

21
）
い
。

　

し
か
し
、
戦
前
の
社
会
国
家
的
警
察
行
政
の
経
験
に
対
す
る
強
い
不
信
と
批
判
を
前
提
と
し
た
戦
後
の
我
が
国
に
お
い
て
、
私
的
領

域
に
生
じ
る
逸
脱
状
況
へ
の
刑
事
法
的
対
応
が
過
度
に
消
極
的
で
あ
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
刑
事
法
的
事

後
処
罰
に
よ
る
対
応
の
み
を
是
と
し
行
政
的
事
前
介
入
を
専
ら
否
定
す
る
こ
と
は
、「
事
前
介
入
に
よ
る
自
由
へ
の
侵
害
を
防
ぐ
こ
と

を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
被
害
発
生
ま
で
待
つ
こ
と
で
個
々
人
に
被
害
が
生
ず
る
事
態
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
意
味
す

る
」
が
、
被
害
発
生
に
高
度
の
蓋
然
性
が
存
す
る
場
合
に
も
常
に
事
前
介
入
を
否
定
す
る
こ
と
は
不
条
理
で
あ
ろ（

22
）
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
的
領
域
介
入
法
を
め
ぐ
っ
て
、
被
害
者
の
保
護
や
加
害
者
に
対
す
る
適
切
な
処
罰
の
必
要
性
と
い
う
価
値
と
多
元

的
価
値
や
自
由
の
尊
重
と
い
う
価
値
が
鋭
く
対
立
す
る
。
私
的
領
域
に
お
け
る
逸
脱
状
況
の
深
刻
化
が
一
般
的
に
進
ん
で
い
る
の
に
法

的
介
入
を
た
め
ら
う
の
な
ら
《
信
頼
が
安
全
を
毀
損
す
る
》
こ
と
に
な
り
、
一
方
、
逸
脱
状
況
の
深
刻
化
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
法

的
介
入
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、《
安
全
が
信
頼
を
毀
損
す
る
》
こ
と
に
な
る
。

　

右
を
前
提
に
考
え
れ
ば
、
虐
待
防
止
法
カ
タ
ロ
グ
の
「
ア
メ
リ
カ
化
」
の
評
価
は
、
現
代
日
本
の
「
家
族
の
崩
壊
」
状
況
を
ど
の
よ

う
に
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
近
年
の
日
本
社
会
に
お
け
る
「
家
族
の
崩
壊
」
の
深
刻
化
が
ア
メ
リ
カ
同
様
に

進
ん
で
い
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、「
副
作
用
」
の
存
在
を
前
提
に
し
て
も
法
的
積
極
対
応
は
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
、
そ
う
で
な
い
な
ら

ば
、「
副
作
用
」
の
弊
害
が
無
視
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
私
的
領
域
に
関
す
る
介
入
法
の
拡
充
に
は
慎
重
な
態
度
が
必
要
と
な
る
。
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で
は
、
我
が
国
の
家
族
は
我
妻
の
予
見
に
反
し
て
「
ア
メ
リ
カ
化
」
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
点
に
絞
り
、
両
国
の
統
計
的
資
料
を
用
い
比
較
を
行
い
た
い
。
な
お
、
異
な
る
国
家
間
の

統
計
比
較
に
は
少
な
か
ら
ぬ
困
難
が
伴
う
こ
と
は
前
提
と
し
つ
つ
、
必
要
な
説
明
や
調
整
を
加
え
な
が
ら
、
類
似
の
統
計
の
比
較
を
行

う
こ
と
と
す
る
。

二
　
日
米
に
お
け
る
「
家
族
の
崩
壊
」
状
況

（
１
）
離
婚
・
非
嫡
出
子

　

ア
メ
リ
カ
の
離
婚
率
（
人
口
千
対
）
は
、
二
〇
一
一
年
で
三
・
六
人
で
あ（

23
）
る
。
全
出
生
に
対
す
る
非
嫡
出
子
率
は
、
二
〇
一
〇
年
で

四
〇
・
八
％
で
あ（

24
）
る
。
一
方
、
日
本
の
離
婚
率
（
人
口
千
対
）
は
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
で
一
・
八
四
人
で
あ（

25
）
る
。
全
出
生
に

対
す
る
非
嫡
出
子
率
は
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
で
二
・
二
％
で
あ（

26
）
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
離
婚
率
は
日
本
の
約
二
倍
で
あ
る
が
、
非
嫡
出
子
率
は
約
一
八
・
五
倍
と
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

（
２
）
配
偶
者
間
暴
力

　

ア
メ
リ
カ
の
配
偶
者
間
に
お
け
る
犯
罪
の
認
知
状
況
に
つ
い
て
、
全
米
事
件
報
告
シ
ス
テ
ム
（N

ational Incident-Based Reporting 

System
: N

IBRS

）
に
基
づ
く
警
察
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
の
配
偶
者
間
（
事
実
婚
・
元
配
偶
者
間
含
）
重
大
暴
力
認
知
事
件
の

被
害
者
数
は
一
一
万
五
一
九
八
件
で
あ
り
、
そ
れ
に
脅
迫
の
被
害
者
を
加
え
る
と
一
三
万
五
五
三
九
件
に
な
る
（
表（

27
）
１
）。
な
お
、
配

偶
者
間
暴
力
の
認
知
件
数
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
警
察
統
計
で
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｓ
へ
の
登
録
は
、
全
米
す
べ
て
の
法
執
行
機
関
が
行
っ

て
い
る
訳
で
は
な
く
、
こ
の
数
値
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｓ
に
事
件
情
報
を
報
告
し
た
三
五
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
千
人
未
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満
の
被
害
者
数
を
報
告
し
た
州
分
を
除
い
た
三
三

州
分
の
数
で
あ（

28
）

る
。

　

日
本
の
配
偶
者
間
に
お
け
る
犯
罪
の
検
挙
状
況

に
つ
い
て
、警
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、二
〇
一
二

年
の
配
偶
者
間
（
内
縁
含
）
犯
罪
の
検
挙
件
数
は
、

四
九
八
二
件
と
な
っ
て
い
る
（
表（

29
）
２
）。
被
害
者

数
は
統
計
上
不
明
で
あ
る
。

　

両
国
の
二
〇
一
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
婚
姻

人
口
（
ア
メ
リ
カ
で
一
億
二
九
五
〇
万
人
、
日
本
で

六
三
七
八
万
六
千
人
）
を
前
提
に
試
算
す
れ（

30
）
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
配
偶
者
間
暴
力
認
知
事
件
被
害
率
は

人
口
千
人
当
た
り
一
・
〇
五
人
、
日
本
の
検
挙
事

件
率
は
人
口
千
人
当
た
り
〇
・
〇
九
件
と
な
る
。

被
害
者
数
と
検
挙
件
数
は
異
な
る
項
目
で
あ
る

が
、
日
本
に
お
け
る
被
害
者
数
が
不
明
で
あ
る

為
、
あ
え
て
単
純
に
比
較
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
が
日

本
の
一
一
・
七
倍
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
統
計
は

三
三
州
分
で
か
つ
重
大
犯
罪
と
脅
迫
に
限
っ
た
被

〈表 1〉�　アメリカ　2010年配偶者間重大暴力認知
事件被害者数

配偶者
（事実婚含） 元配偶者

殺人・非過失致死 　　214 　　16

逮捕監禁 　1，492 　 464

強姦 　　633 　 183

肛門口腔姦 　　 66 　　 8

道具姦 　　 55 　　 9

強制わいせつ 　　116 　　46

強盗 　　 86 　　67

傷害  12，236  1，247

暴行  90，270  7，990

（脅迫）  13，897  6，444

計 119，065 16，474

出典：�Easy Access to NIBRS: Victims of Domestic 
Violence, 2010 by U.S. Department of Justice 
Office of Justice Programs.

〈表 ２〉�　日本　2012年配偶者間
犯罪検挙件数

殺人 　153

強盗 　　5

放火 　 58

強姦 　　3

暴行 2，121

傷害 2，168

傷害致死 　 15

脅迫・恐喝 　199

窃盗 　 40

強制わいせつ 　　1

公然わいせつ 　　0

住居侵入 　 46

逮捕監禁 　 18

その他 　144

計 4，982

出典：警察庁『平成24年の犯罪』
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害
者
数
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
彼
我
の
差
は
よ
り
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
配
偶
者
間
（
事
実
婚
含
）
の
他
殺
（H

om
icide

）
認
知
事
件
死
者
数
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｓ
よ
り
報
告
州
が
多
い

統
一
犯
罪
報
告
（U

niform
 Crim

e Report, U
CR

）
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
詳
細
他
殺
事
件

情
報
（Expanded hom

icide data

）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
の
配
偶
者
間
他
殺
に
よ
る
全
米
死
者
数
は
五
九
四
人
と
な
っ
て
い
る

（
表（

31
）
３
）。
な
お
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
詳
細
他
殺
事
件
情
報
で
は
、
毎
年
全
他
殺
事
件
の
半
数
前
後
の
割
合
が
加
害
者
と
被
害
者
の
「
関
係
不
明

（unknow
n

）」
と
な
っ
て
お
り
（
他
人
、Stranger

は
別
集
計
さ
れ
て
い
る
た
め
、
あ
く
ま
で
も
「
不
明
」
の
割
合
）、
同
年
に
お
い
て
も

「
関
係
不
明
」
は
五
七
五
七
人
（
四
五
・
一
％
）
と
い
う
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
二
〇
一
二
年
の
配
偶
者
間
で
起
き
た
殺
人
検
挙
事
件
は
一
五
三
件
で
あ
る
が
（
表
４
）、
日
本
の
警
察
統
計
上
、
配

偶
者
間
検
挙
犯
罪
事
件
に
よ
る
死
者
の
数
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
同
年
の
日
本
に
お
け
る
全
殺
人
検
挙
事
件
数
が
九
七
九
件
、
殺
人
事

件
に
よ
る
死
者
数
が
三
九
三
人
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
推
計
を
試
み
れ
ば
（
死
亡
率
が
四
〇
・
一（

32
）

％
）、
配
偶
者
間
殺
人
事
件
一
五
三
件

〈表 ３〉�　アメリカ配偶者間
他殺被害人数

夫 妻

2005 135 594

2006 123 567

2007 138 573

2008 119 577

2009 141 609

2010 110 603

2011 108 552

2012  96 498

出典：Crime in U.S. by FBI

〈表 ４〉�　日本　配偶者間殺
人事件検挙件数

夫 妻

2005 92 126

2006 62 117

2007 85 107

2008 74 126

2009 53  99

2010 70 114

2011 69  89

2012 60  93

出典：�警察庁『平成17年の
犯罪』～『平成24年
の犯罪』
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の
推
定
被
害
者
は
六
二
・
七
人
と
な
る
。
そ
れ
に
検
挙
件
数
と
死
者
数
が
極
僅
か
し
か
違
わ
な
い
傾
向
の
あ
る
傷
害
致
死
罪
の
一
五
件

を
そ
の
ま
ま
加
え
る
と
、
配
偶
者
間
犯
罪
に
よ
る
死
者
数
の
推
計
値
は
七
七
・
七
人
と
な
る
。

　

両
国
の
配
偶
者
間
（
元
配
偶
者
含
む
）
他
殺
事
件
に
よ
る
人
口
十
万
人
当
た
り
の
死
亡
率
（
二
〇
一
〇
年
国
勢
調
査
に
よ
る
婚
姻
人
口
に

基
づ
く
）
は
、
ア
メ
リ
カ
〇
・
四
六
人
、
日
本
〇
・
一
二
人
と
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
三
・
八
倍
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
統
計
に
お
い
て

加
害
者
と
被
害
者
の
「
関
係
不
明
」
が
四
五
・
一
％
と
半
数
近
い
割
合
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
中
に
一
定
の
配
偶
者
間
他
殺
が
含
ま
れ

て
い
る
と
推
測
で
き
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
日
米
の
配
偶
者
間
の
他
殺
事
件
死
者
数
の
格
差
は
よ
り
開
く
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
児
童
虐
待

　

ア
メ
リ
カ
の
各
種
児
童
虐
待
統
計
の
う
ち
、
日
本
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
、
我
が
国
に
も
類
似
の
統
計
が
存
在
す
る
全
米
児
童

虐
待
ネ
グ
レ
ク
ト
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
（N

ational Child A
buse and N

eglect D
ata System

: N
CA

N
D

S

）
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
社
会

保
険
福
祉
省
（
Ｈ
Ｈ
Ｓ
）
の
統
計（

33
）
と
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
よ
る
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｓ
お
よ
び
Ｕ
Ｃ
Ｒ
の
詳
細
他
殺
事
件
情
報
の
統
計
を
取
り
上
げ
て
検

討
す
る
。

　

Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
Ｈ
Ｈ
Ｓ
に
よ
る
報
告
書Child M

altreatm
ent 2012

に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
度
の
児
童
保

護
サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ
Ｐ
Ｓ
）
の
報
告
対
応
件
数
は
二
〇
九
万
九
〇
三
七
件
で
児
童
千
人
に
対
し
四
二
・
七
件
で
あ（

34
）
り
、
児
童
虐
待
の
被
害

児
童
数
は
六
七
万
八
八
一
〇
人
、
未
報
告
州
分
を
補
正
し
た
全
米
推
計
値
で
六
八
万
六
千
人
と
な
っ
て
い（

35
）
る
。
全
米
の
推
計
値
で
は

二
〇
一
二
年
度
に
お
い
て
、
千
人
に
九
・
二
人
の
児
童
が
虐
待
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
以
上
、
表
５
）。
被
害
児
童
数

は
、
二
〇
〇
八
年
よ
り
一
貫
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

右
の
被
害
児
童
数
は
児
童
虐
待
の
報
告
（referral

）
に
対
す
る
選
別
（screening
）
と
調
査
（investigation

）
の
手
続
き
を
経
て
、
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虐
待
の
事
実
が
立
証
さ
れ
た
事
例
の
み
に
基
づ
く
数
値
で
あ（

36
）

る
。
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

に
基
づ
く
公
的
統
計
上
の
虐
待
児
童
数
が
、
こ
う
し
た
選
別
実
証
手
続
き
を
経
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
も
紹
介
さ
れ
て
き
た（

37
）
が
、
こ
れ

ま
で
我
が
国
の
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
注
目
す
べ
き
点

は
、Child M

altreatm
ent 2009

（2010

）
か
ら
Ｈ
Ｈ
Ｓ
の
公
式
統
計
の
一
部

の
計
上
方
法
が
変
更
さ
れ
、
被
害
児
童
数
つ
い
てunique count

が
採
用
さ
れ

た
こ
と
で
あ（

38
）

る
。unique count

と
は
、
同
一
児
童
に
対
す
る
複
数
の
虐
待
報

告
を
ま
と
め
て
一
人
分
と
し
て
被
害
児
童
数
を
計
上
し
た
数
で
あ
り
、Child 

M
altreatm

ent 2008

ま
で
虐
待
児
童
数
に
つ
い
てduplicate count

（
同
一
児

童
に
対
す
る
複
数
の
虐
待
報
告
に
つ
い
て
報
告
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
た
数
）
に
基
づ

い
た
被
害
児
童
数
を
公
表
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
た
も
の
で
あ（

39
）
る
。
二
〇
〇
五
年

か
ら
二
〇
〇
九
年
のduplicate count

とunique count

の
比
較
に
よ
れ
ば
、

Ｃ
Ｐ
Ｓ
の
報
告
対
応
率
で
千
人
に
七
人
弱
か
ら
八
人
弱
、
被
害
児
童
率
で
千
人
に

一
人
か
ら
〇
・
八
人
の
減
少
と
い
う
少
な
か
ら
ぬ
差
異
が
生
じ
て
い（

40
）
る
。
児
童
虐

待
の
実
態
を
よ
り
正
確
に
示
す
試
み
と
し
て
参
考
に
す
べ
き
変
更
と
い
え
る
。

　

日
本
の
児
童
虐
待
に
関
す
る
統
計
で
、
Ｈ
Ｈ
Ｓ
の
統
計
に
性
格
が
近
い
の
は
、

厚
生
労
働
省
に
よ
る
都
道
府
県
等
の
児
童
相
談
所
等
の
報
告
に
基
づ
く
児
童
虐
待

に
関
す
る
相
談
対
応
件
数
を
用
い
た
統
計
で
あ
る
。
都
道
府
県
等
（
政
令
市
・
中

〈表 ５〉　アメリカ　児童虐待

年度 報告数 対応件数 被害数 被害率
i

全米推計
被害数

ii
死亡数 死亡率

iii

全米推計
死亡数

ii

2008 2，517，686 2，024，057 704，714 9．5 716，000 1，666 2．28 1，720

2009 2，694，067 2，000，508 693，485 9．3 702，000 1，685 2．30 1，740

2010 2，719，101 1，987，080 688，157 9．3 698，000 1，563 2．08 1，560

2011 2，824，372 2，047，167 676，545 9．2 688，000 1，545 2．11 1，580

2012 2，937，052 2，099，037 678，810 9．2 686，000 1，593 2．20 1，640

出典：HHS, Child Maltreatment 2012, （2003）.　i 児童人口1000人あたり
ii　報告がなかった州等（ 5 ～ 8 ）の分を推計で加えた人数（千以下は四捨五入）
iii 児童人口10万人あたり
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ネ
グ
レ
ク
ト
が
七
八
・
三
％
、
身
体
的
虐
待
が
一
八
・
三
％
、
性
的
虐
待
が
九
・

三
％
、
心
理
的
虐
待
が
八
・
五
％
、
医
療
ネ
グ
レ
ク
ト
（
必
要
な
医
療
を
受
け
さ

せ
な
い
）
が
二
・
三
％
、
そ
の
他
・
不
明
が
一
〇
・
八
％
と
な
っ
て
い（

43
）
る
。
ネ
グ

レ
ク
ト
が
児
童
虐
待
中
大
き
な
割
合
を
占
め
る
傾
向
は
以
前
よ
り
継
続
し
て
い

（
44
）
る
。

　

日
本
の
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
度
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
相
談
種
類
別
対

核
市
）
の
児
童
相
談
所
及
び
市
町
村
が
報
告
し
た
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
児
童
虐
待
相

談
対
応
件
数
は
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
度
で
は
六
万
六
七
〇
一
件
で
あ
る
（
表（

41
）
６
）。
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
、
厚
生
労
働

省
が
統
計
を
取
り
始
め
た
一
九
九
〇
年
の
一
一
〇
一
件
以
来
、
毎
年
一
貫
し
て
増
加
し
続
け
て
い
る
。
我
が
国
の
二
〇
一
二
（
平
成

二
四
）
年
一
〇
月
一
日
現
在
の
児
童
（
一
九
歳
未
満
）
人
口
は
総
務
省
統
計
局
に
よ
る
推
計
で
二
一
三
八
万
人
で
あ（

42
）

り
、
そ
れ
を
も
と

に
計
算
す
れ
ば
同
年
度
に
お
い
て
児
童
千
人
に
三
・
一
件
の
割
合
で
虐
待
相
談
対
応
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
被
害
児
童
数
に
関
し

て
は
、
日
本
の
統
計
上
公
表
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

　

行
政
機
関
に
よ
る
児
童
虐
待
対
応
に
関
し
て
、
二
〇
一
二
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
虐
待
報
告
対
応
件
数
は
児
童
千
人
に
つ
い
て

四
二
・
七
人
、
日
本
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
、
三
・
一
件
の
割
合
で
あ
り
、
単
純
に
比
較
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
報
告
対
応
件

数
が
日
本
の
相
談
対
応
件
数
の
約
一
三
・
八
倍
に
な
る
。
児
童
虐
待
に
よ
る
被
害
児
童
数
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
で
そ
れ
に
関
す
る
統

計
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
比
較
が
不
可
能
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
二
〇
一
二
年
度
に
お
け
る
虐
待
の
種
類
別
内
訳
の
割
合
（duplicate count

に
よ
り
、
計
一
二
七
・
五
％
分
と
な
る
）
は
、

〈表 ６〉�　日本　児童虐待
相談対応件数

年度 相談対応件数

2008 42，664

2009 44，211

2010 56，384

2011 59，919

2012 66，701

出典：�厚生労働省、「平
成24年度福祉行政
報告例の概況」
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応
件
数
の
割
合
は
、
身
体
的
虐
待
が
三
六
・
六
％
、
ネ
グ
レ
ク
ト
が
三
一
・
五
％
、
心
理
的
虐
待
が
二
九
・
五
％
、
性
的
虐
待
が
二
・

四
％
で
あ（

45
）

る
。
身
体
的
虐
待
の
割
合
が
最
も
高
く
、
続
い
て
ネ
グ
レ
ク
ト
の
割
合
が
高
い
と
い
う
傾
向
は
、
一
九
九
九
年
度
よ
り
一
貫

し
て
い（

46
）

る
。

　

児
童
虐
待
の
虐
待
種
類
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
は
傾
向
に
顕
著
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か（

47
）

る
。

　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
の
統
計
的
数
値
は
ど
う
か
。
同
じ
く
Ｈ
Ｈ
Ｓ
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
児
童
虐
待
に

よ
っ
て
子
供
が
死
亡
し
た
人
数
（unique count

）
は
、
二
〇
一
二
年
度
で
は
一
五
九
三
人
（
未
報
告
州
分
を
補
正
し
た
推
計
値
一
六
四
〇

人
）
で
あ（

48
）

る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
二
〇
一
二
年
度
に
一
〇
万
人
に
二
・
二
〇
人
の
児
童
が
虐
待
に
よ
り
死
亡
し
て
い
る
（
表
５
）。

二
〇
一
二
年
度
の
虐
待
死
一
五
九
三
人
の
虐
待
種
別
内
訳
（duplicate count

に
よ
り
、
計
一
五
一
％
分
）、
ネ
グ
レ
ク
ト
が
六
九
・

九
％
、
身
体
的
虐
待
が
四
四
・
三
％
、
医
療
ネ
グ
レ
ク
ト
が
八
・
九
％
、
心
理
的
虐
待
が
二
・
二
％
、
性
的
虐
待
が
〇
・
八
％
、
そ
の

他
二
五
％
と
な
っ
て
い（

49
）

る
。
ア
メ
リ
カ
の
児
童
虐
待
に
お
け
る
死
亡
事
例
の
特
徴
は
、
児
童
虐
待
全
体
の
傾
向
と
同
じ
く
、
ネ
グ
レ
ク

ト
に
よ
る
死
が
七
割
弱
と
い
う
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
点
に
あ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
児
童
数
は
、
厚
生
労
働
省
が
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
を
新
聞
報
道
等
か
ら
抽
出
し
、
地
方
公

共
団
体
が
把
握
し
た
死
亡
事
例
と
合
わ
せ
、
地
方
公
共
団
体
に
詳
細
を
調
査
し
た
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

児
童
虐
待
に
よ
っ
て
子
供
が
死
亡
し
た
人
数
は
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
四
月
か
ら
翌
三
月
の
一
年
間
で
は
心
中
以
外
の
虐
待
死
が

五
八
人
、
親
子
心
中
に
よ
る
虐
待
死
が
四
一
人
の
計
九
九
人
と
な
っ
て
い
る
（
表（

50
）
７
）。
我
が
国
の
平
成
二
三
年
一
〇
月
一
日
現
在
の

児
童
（
一
九
歳
未
満
）
人
口
は
総
務
省
統
計
局
に
よ
る
推
計
で
二
一
五
四
万
九
千
人
で
あ（

51
）
り
、
そ
れ
を
も
と
に
計
算
す
れ
ば
同
年
度
に

お
い
て
一
〇
万
人
に
〇
・
四
六
人
（
心
中
に
よ
る
死
を
除
け
ば
一
〇
万
人
に
〇
・
二
七
人
）
の
児
童
が
虐
待
に
よ
っ
て
死
亡
し
て
い
る
こ
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同
年
の
児
童
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
の
児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡

率
は
ア
メ
リ
カ
が
二
・
二
〇
人
、
日
本
が
〇
・
四
六
人
（
心
中
死

を
除
け
ば
〇
・
二
七
人
）
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
四
・

七
九
倍
（
日
本
の
心
中
死
を
除
け
ば
八
・
一
五
倍
）
と
な
る
。
死
亡

の
原
因
と
な
っ
た
虐
待
種
別
に
関
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本

に
比
し
て
ネ
グ
レ
ク
ト
の
比
率
が
極
め
て
高
い
特
徴
が
み
ら
れ

る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
親
に
よ
る
子
に
対
す
る
認
知
重
大
犯
罪
事
件
の
被

害
に
あ
っ
た
一
八
歳
未
満
の
子
（
養
子
含
）
の
数
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｒ

Ｓ
に
よ
る
と
二
〇
一
一
年
に
お
い
て
三
万
四
七
二
九
人
、
脅
迫
を

加
え
る
と
三
万
九
一
八
九
人
と
な
る
（
表
８
）。
以
上
の
事
件
被

害
児
童
数
は
三
三
州
分
の
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
全
米
推
計
を
せ

と
に
な
る
。

　

左
の
厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
二
〇
一
二
（
平
成
二
三
）
年
度
の
心
中
以
外
の
虐
待
死
五
八
人
の
虐
待
種
別
内
訳
の
割
合
は
、

身
体
的
虐
待
が
六
五
・
五
％
、
ネ
グ
レ
ク
ト
が
二
七
・
六
％
、
不
明
六
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
死
因
と
な
っ
た
虐
待
の
種
類
に
つ
い

て
も
身
体
的
虐
待
が
最
も
多
く
次
い
で
ネ
グ
レ
ク
ト
が
続
い
て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
当
該
調
査
開
始
よ
り
一
貫
し
て
お
り
、
ネ
グ
レ

ク
ト
の
占
め
る
割
合
は
第
一
次
報
告
以
来
常
に
一
～
三
割
と
な
っ
て
い（

52
）
る
。

〈表 ７〉　日本における児童虐待死

期間 虐待死数
（心中以外）

心中による
死亡数 計

2003．7～2003．12 25 ― 25

2004．1～2004．12 50 8 58

2005．1～2005．12 56 30 86

2006．1～2006．12 61 65 126

2007．1～2008．3 78 64 142

2008．4～2009．3 67 61 128

2009．4～2010．3 49 39 88

2010．4～2011．3 51 47 98

2011．4～2012．3 58 41 99

出典：�厚生労働省、「子ども虐待による死亡事例等の検
証結果等について第九次報告」

東洋法学　第57巻第 3号（2014年 3 月）

217



ず
、
こ
の
数
値
を
基
に
そ
の
ま
ま
二
〇
一
一
年

の
全
米
児
童
人
口
七
四
七
八
万
三
八
一
〇
人
に

照
ら
し
て
試
算
す
れ（

53
）
ば
、
千
人
に
〇
・
五
二
人

の
一
八
歳
未
満
の
子
が
親
に
よ
る
重
大
犯
罪
と

脅
迫
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
児
童
虐
待
犯
罪
の
検
挙
事
件
数
は
、
警

察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
二
（
平
成

〈表 ８〉�　アメリカ　2010年児童虐
待重大暴力認知事件被害者
数

殺人・非過失致死 　 103

逮捕監禁  1，281

強姦  1，306

肛門口腔姦 　 492

道具姦 　 332

強制わいせつ  3，654

強盗 　　15

傷害  5，095

暴行 22，451

（脅迫）  4，460

計 39，189

出典：�Easy Access to NIBRS: 
Victims of Domestic Vio-
lence, 2010 by U.S. Depart-
ment of Justice Office of 
Justice Programs.

〈表 ９〉　2012年　日本児童虐待事件検挙件数

殺人 31（36）［13］

傷害 227

傷害致死 　9

暴力行為 　8

暴行  76

逮捕監禁 　3

強要 　2

強姦  33

強制わいせつ  33

児童福祉法違反  29

児童買春・
児童ポルノ禁止法違反  14

青少年保護育成条例違反 　4

保護責任者遺棄 9［5］

重過失致死傷 　1

学校教育法違反 　1

現住建造物等放火 　0

未成年者略取 　1

計 472〈521〉

出典：�警察庁、「平成24年中における少年の補
導及び保護の概況」

　　　（　）：外数で無理心中
　　　［　］：外数で嬰児に対する殺人・遺棄死
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に
よ
る
被
害
児
童
は
計
五
三
九
人
と
な
る
。
こ
の
被
害

児
童
数
と
右
に
挙
げ
た
二
〇
一
二
年
の
推
計
人
口
を
も

と
に
試
算
す
れ
ば
、
同
年
に
お
い
て
千
人
に
〇
・
〇
三

人
が
児
童
虐
待
事
件
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。

　

児
童
虐
待
認
知
・
検
挙
犯
罪
に
よ
る
児
童
千
人
あ
た

り
の
被
害
率
は
、
ア
メ
リ
カ
が
〇
・
五
二
人
、
日
本
が

〇
・
〇
三
人
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
一
七
・
三

倍
と
な
る
。
配
偶
者
間
暴
力
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う

に
、
ア
メ
リ
カ
の
統
計
は
三
三
州
分
で
、
か
つ
重
大
犯

罪
と
脅
迫
に
限
っ
た
事
件
数
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
彼
我
の
被
害
率
の
差
は
、
さ
ら
に
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
。

二
四
）
年
に
お
い
て
四
七
二
件
で
あ
り
、
統
計
上
は
外
数
と
な
っ
て
い
る
が
未
遂
を
含
む
無
理
心
中
事
件
の
三
六
件
と
、
嬰
児
に
対
す

る
殺
人
（
未
遂
含
む
）・
遺
棄
事
件
の
一
三
件
を
合
わ
せ
れ
ば
五
二
一
件
と
な
る
（
表（

54
）
９
）。
事
件
の
罪
種
別
被
害
児
童
数
は
統
計
上
不

明
で
あ
る
が
合
計
被
害
児
童
数
は
四
七
六
人
で
あ（

55
）

り
、
そ
れ
に
外
数
の
心
中
被
害
五
〇
人
と
嬰
児
殺
被
害
一
三
人
を
合
わ
せ
れ
ば
虐
待

〈表10〉「家族の崩壊」に関する日米比較

日本 アメリカ 日米差

離婚率
（人口千対）

（2013）
1．84人

（2011）
3．6人 1．96倍

非嫡出子率
（全出生中）

（2012）
2．2%

（2010）
40．8% 18．5倍

配偶者間犯罪率
（人口千対）

（2012）
0．09件

（2010）
1．05＋人 11．7+ 倍

配偶者間犯罪死亡率
（人口十万対）

（2012）
0．12人

（2012）
0．48+ 人 3．8+ 倍

児童虐待行政対応率
（人口千対）

（2012）
3．1件

（2012）
42．7件 13．8倍

児童虐待被害率
（人口千対） ？ （2012）

9．2人 ？倍

児童虐待死亡率
（人口十万対）

（2011FY）
0．46人

（2012）
2．20人 4．97倍

親による子への犯罪率
（人口千対）

（2012）
0．03人

（2010）
0．52+ 人 17．3+ 倍
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（
４
）「
家
族
の
崩
壊
」
に
関
す
る
日
米
比
較

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
日
本
の
家
族
が
「
ア
メ
リ
カ
化
」
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
み
よ
う
（
表
10
）。

　

ア
メ
リ
カ
の
数
値
が
児
童
虐
待
の
報
告
件
数
以
外
に
つ
い
て
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
両
国
の
差
は
縮
ま
り
つ
つ
あ
る
一

方
、
両
国
の
「
家
族
の
崩
壊
」
状
況
に
は
、
や
は
り
無
視
で
き
な
い
差
異
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

両
国
で
顕
著
な
違
い
が
み
ら
れ
る
の
は
、
非
嫡
出
子
の
割
合
、
配
偶
者
間
犯
罪
・
親
に
よ
る
子
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
認
知
・

検
挙
件
数
で
あ
る
。
ま
た
、
死
亡
事
件
被
害
者
数
に
つ
い
て
も
少
な
か
ら
ぬ
格
差
が
存
在
し
て
い
る
。
配
偶
者
間
犯
罪
・
親
に
よ
る
子

に
対
す
る
犯
罪
の
罪
種
に
も
特
徴
の
差
が
み
ら
れ
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
非
嫡
出
子
割
合
の
高
さ
と
児
童
虐
待
に
お
け
る
ネ
グ
レ

ク
ト
の
割
合
の
多
さ
は
、
我
が
国
に
は
見
ら
れ
な
い
ア
メ
リ
カ
の
特
徴
で
あ
る
。
子
ど
も
を
中
心
に
家
族
を
考
え
る
立
場
を
採
る
な
ら

ば
、
我
が
国
に
お
け
る
非
嫡
出
子
の
割
合
の
低
さ
と
ネ
グ
レ
ク
ト
の
少
な
さ
は
「
家
族
の
崩
壊
」
が
ま
だ
さ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
こ
と

を
象
徴
す
る
事
実
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
比
較
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
家
族
が
「
ア
メ
リ
カ
化
」
し
て
い
る
と
は
言

い
難
い
状
況
に
あ
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
　
児
童
虐
待
「
相
談
対
応
件
数
」
を
め
ぐ
る
問
題

　

本
稿
の
結
論
に
進
む
前
に
、
我
が
国
の
行
政
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、「
家
族
の
崩
壊
」
を
象
徴
す
る
数
値
と
し
て
最
も
頻

繁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
児
童
相
談
所
等
に
よ
る
児
童
虐
待
「
相
談
対
応
件
数
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。「
相
談
対
応
件
数
」
に

つ
い
て
は
す
で
に
先
行
研
究
に
お
い
て
批
判
的
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
例
え
ば
内
田
良
は
、
同
件
数
を
虐
待
発
生
の
増
加
に

結
び
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
を
批
判
し
、「
今
日
専
門
家
の
間
で
は
、
相
談
件
数
の
読
み
方
に
は
慎
重
な
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
」
と

述
べ
て
い（

56
）

る
。
竹
沢
純
子
は
「
果
た
し
て
公
的
統
計
は
我
が
国
の
児
童
虐
待
の
現
状
を
的
確
に
と
ら
え
、
ま
た
政
策
判
断
の
基
礎
資
料
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と
し
て
十
分
な
も
の
か
」
と
い
う
問
題
意
識
を
前
提（

57
）

に
、
市
町
村
が
児
童
相
談
所
と
連
携
ま
た
は
送
致
し
た
虐
待
相
談
が
そ
れ
ぞ
れ
重

複
集
計
さ
れ
て
い
る
問
題
を
指
摘
し
て
い（

58
）

る
。
そ
れ
ら
の
指
摘
は
正
当
な
も
の
と
考
え
る
が
、
さ
ら
に
別
の
問
題
も
存
在
す
る
。

　

そ
も
そ
も
「
相
談
対
応
件
数
」
が
い
か
な
る
基
準
に
よ
り
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
が
不
明
瞭
で
あ
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
相
談
対
応
件
数
統
計
の
基
と
な
る
、
児
童
相
談
所
及
び
市
町
村
が
提
出
す
る
福
祉
行
政
報
告
例
の
記
入
要
領
等

に
よ
れ
ば
、「
虐
待
対
応
件
数
は
、
一
件
に
つ
き
複
数
の
計
上
は
行
わ
ず
、
児
童
虐
待
相
談
を
受
理
後
、
当
該
事
例
に
対
す
る
対
応
方

針
が
決
定
し
た
段
階
で
一
件
と
計
上
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
通
告
を
受
け
て
児
童
の
安
全
を
確
認
し
た
結
果
、
児
童
虐
待
事
例
で
は

な
か
っ
た
も
の
は
除
く
」
と
さ
れ
て
い（

59
）

る
。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
一
二
月
か
ら
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
月
の
期
間
に
行
わ
れ
た
総
務
省
の
行
政
評
価
に

よ
れ
ば
、
一
〇
都
道
府
県
等
の
児
童
相
談
所
及
び
市
町
村
に
お
け
る
虐
待
対
応
件
数
等
の
報
告
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、「
① 

児
童

虐
待
相
談
を
受
理
し
た
場
合
に
１
件
と
計
上
す
る
「
虐
待
対
応
件
数
」
と
、
指
導
や
措
置
等
複
数
の
対
応
を
し
た
場
合
は
そ
の
合
計
数

を
計
上
す
る
「
対
応
件
数
の
う
ち
児
童
虐
待
相
談
の
件
数
」（
以
下
「
対
応
の
種
類
別
件
数
」
と
い
う
。）
の
２
種
類
の
報
告
の
違
い
を
認

識
せ
ず
、
い
ず
れ
か
の
方
法
で
双
方
を
計
上
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
件
数
を
報
告
し
て
い
る
も
の
（
一
〇
都
道
府
県
等
）
② 

報
告
の
対

象
外
で
あ
る
過
年
度
か
ら
の
継
続
事
例
を
含
め
て
報
告
し
て
い
る
も
の
（
児
童
相
談
所
分
は
二
都
道
府
県
等
、
市
町
村
分
は
三
都
道
府
県

等
）
③ 

報
告
の
対
象
外
で
あ
る
児
童
虐
待
事
例
以
外
の
件
数
を
含
め
て
報
告
し
て
い
る
も
の
（
児
童
相
談
所
分
は
五
都
道
府
県
等
、
市
町

村
分
は
七
都
道
府
県
等
）」
と
い
う
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
全
都
道
府
県
等
に
お
い
て
報
告
状
況
に
問
題
が
存
在
す
る
ず
さ
ん
な
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い（

60
）
る
。

　

総
務
省
に
よ
れ
ば
、「
記
入
要
領
等
に
十
分
な
記
載
が
な
い
こ
と
に
よ
り
、
都
道
府
県
等
の
誤
解
を
招
き
」「
虐
待
対
応
件
数
等
に
係

る
各
種
デ
ー
タ
が
的
確
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
」
こ
と
が
原
因
と
し
て
い（

61
）
る
。
児
童
虐
待
対
応
件
数
の
不
正
確
さ
に
関
す
る
総
務
省
の

東洋法学　第57巻第 3号（2014年 3 月）

221



指
摘
を
裏
付
け
る
事
実
と
し
て
、
例
え
ば
埼
玉
県
は
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
度
の
埼
玉
県
と
さ
い
た
ま
市
の
児
童
相
談
所
に
お

け
る
虐
待
通
告
受
付
件
数
を
四
五
〇
四
件
と
し
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
一
八
〇
件
が
虐
待
な
し
と
し
て
対
応
し
た
こ
と
を
公
表
し
て
い

（
62
）
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
定
義
上
の
対
応
件
数
は
三
三
二
四
件
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
厚
生
労
働
省
は
、
同
年
に
お
け
る
埼
玉
県
と
さ

い
た
ま
市
の
児
童
虐
待
対
応
件
数
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
埼
玉
県
三
四
六
一
件
、
さ
い
た
ま
市
八
九
九
件
の
計
四
三
六
〇
件
と
し
て
公
表

し
て
い（

63
）
る
。
少
な
く
と
も
一
一
八
〇
人
の
「
虐
待
な
し
」
は
、
厚
生
労
働
省
「
対
応
件
数
」
か
ら
本
来
除
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
数
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
別
の
問
題
も
存
す
る
。
東
京
都
に
よ
る
調
査
報
告
書
『
児
童
虐
待
の
実
態
』
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
の
児
童
相
談
所
が
「
虐

待
」
と
し
て
対
応
し
た
件
数
の
中
に
は
、「
虐
待
の
危
惧
あ
り
」
が
含
ま
れ
て
い（

64
）
る
。
同
報
告
書
に
お
け
る
「
虐
待
の
危
惧
あ
り
」
の

定
義
は
、「
暴
力
や
「
養
育
の
放
棄
・
怠
慢
」
の
虐
待
行
為
は
明
ら
か
な
も
の
は
な
い
が
「
た
た
い
て
し
ま
い
そ
う
」「
世
話
を
し
た
く

な
い
」
な
ど
の
子
ど
も
へ
の
虐
待
を
危
惧
す
る
訴
え
が
あ
り
、
ま
た
は
状
況
な
ど
か
ら
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
、
助
言
に
よ
る
指

導
等
が
必
要
な
も
の
」
と
さ
れ
て
い（

65
）
る
。
す
な
わ
ち
、
児
童
相
談
所
の
相
談
対
応
に
お
い
て
「
虐
待
」
と
さ
れ
る
件
数
の
中
に
は
、

「
虐
待
の
危
惧
あ
り
」、
す
な
わ
ち
虐
待
被
害
者
が
存
在
し
な
い
相
談
対
応
件
数
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
報
告
書
に
よ
る
平
成

一
二
年
度
の
調
査
で
は
、「
虐
待
の
危
惧
あ
り
」
は
二
六
〇
件
（
全
虐
待
件
数
中
二
一
・
五（

66
）

％
）、
平
成
一
七
年
の
『
児
童
虐
待
の
実
態

Ⅱ
』
に
よ
れ
ば
、
平
成
一
五
年
度
に
お
け
る
「
虐
待
の
危
惧
あ
り
」
は
三
八
六
件
（
全
虐
待
件
数
中
二
二
・
八
％
）
と
少
な
か
ら
ぬ
割
合

を
占
め
て
い（

67
）
る
。

　

管
見
の
と
こ
ろ
、
虐
待
重
症
度
を
五
段
階
に
分
類
す
る
方
法
や
、「
虐
待
の
危
惧
あ
り
」
を
含
め
た
各
段
階
の
定
義
や
基
準
は
、
各

自
治
体
作
成
の
児
童
虐
待
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
ガ
イ
ド
類
で
ほ
ぼ
同
一
の
よ
う
で
あ
る
。
福
岡
市
、
島
根
県
、
山
形
県
の
よ
う
に
東
京

都
と
同
様
、
児
童
相
談
所
等
が
「
虐
待
の
危
惧
あ
り
」
を
「
虐
待
」
に
計
上
し
て
い
る
例
も
多
く
確
認
で
き（

68
）

る
。
一
方
、「
虐
待
の
危
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惧
あ
り
」
を
「
虐
待
あ
り
」
と
は
集
計
上
別
枠
に
し
て
、「
虐
待
あ
り
」「
虐
待
の
危
惧
」「
虐
待
な
し
」
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
広

島
市
の
よ
う
な
例
も
確
認
で
き（

69
）

る
。
児
童
虐
待
の
実
態
の
正
確
な
把
握
の
た
め
に
は
、
広
島
市
の
よ
う
な
集
計
、
公
表
方
法
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。

　

右
の
考
察
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
児
童
虐
待
被
害
児
童
数
は
、「
相
談
対
応
件
数
」
に
比
し
て
、
万
の
単
位
で
少
な
い
可

能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

む
す
び

　

ア
メ
リ
カ
と
日
本
に
お
け
る
「
家
族
の
崩
壊
」
状
況
に
は
少
な
か
ら
ぬ
差
が
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
本
稿
が
明

ら
か
に
し
た
よ
う
な
彼
我
の
差
を
い
か
に
受
け
止
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
る
解
釈
の
違
い
が
存
し
得
よ
う
。
特
に
、
警
察
統

計
上
の
認
知
・
検
挙
虐
待
事
件
の
圧
倒
的
格
差
と
そ
れ
に
比
し
て
小
さ
い
死
亡
事
件
の
格
差
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
彼
我
の
「
家
族
の

崩
壊
」
の
本
質
的
差
異
に
も
結
び
付
け
た
解
釈
が
可
能
で
あ
る
が
、
他
方
で
我
が
国
に
お
け
る
虐
待
暗
数
の
多
さ
及
び
行
政
の
消
極
性

に
結
び
付
け
る
解
釈
も
不
可
能
で
は
な
い
。

　

実
際
、
我
が
国
に
お
い
て
虐
待
防
止
法
が
論
じ
ら
れ
る
際
、
後
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
表
面
化
し
た
虐
待
の
少
な
さ
に
つ
い
て
暗
数

の
存
在
を
強
調
し
、
行
政
の
予
防
的
積
極
介
入
を
説
く
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
一
定
の
暗
数
は
必
ず
存
在
し
て
い

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
暗
数
の
存
在
と
と
も
に
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
常
数
の
存
在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
が
不
完
全

な
存
在
で
あ
る
以
上
、
親
密
な
関
係
に
お
い
て
、
い
や
、
親
密
な
関
係
だ
か
ら
こ
そ
、
一
定
の
割
合
で
「
逸
脱
（abuse

）」
は
必
ず
発

生
す
る
。
常
数
ま
で
予
防
す
べ
く
公
権
的
介
入
を
企
図
す
る
こ
と
は
、
不
完
全
な
存
在
に
完
全
を
求
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ

は
文
字
通
り
非
人
間
的
な
社
会
状
況
を
招
来
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
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（
1
）　

我
妻
洋
『
家
族
の
崩
壊
』
一
頁
（
文
芸
春
秋
、
一
九
八
五
年
）。

（
2
）　

同
前
五
―一
〇
頁
。

（
3
）　

池
谷
和
子
『
ア
メ
リ
カ
児
童
虐
待
防
止
法
制
度
の
研
究
』
一
二
三
頁
（
樹
芸
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
4
）　

同
前
一
二
七
頁
。

（
5
）　

小
島
妙
子
『
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
法
』
七
七
頁
（
信
山
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
6
）　

同
前
七
九
頁
。

（
7
）　

同
前
七
八
頁
。

（
8
）　

同
前
八
一
頁
。

（
9
）　

多
々
良
紀
夫
「
高
齢
者
の
虐
待
に
つ
い
て
」『
老
年
社
会
科
学
』
二
五
巻
三
号
、
三
四
五
頁
（
日
本
老
年
社
会
学
会
、
二
〇
〇
三
年
）。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
私
的
領
域
へ
の
公
権
的
介
入
に
は
、《
家
族
か
ら
個
人
を
救
う
作
用
》
と
《
個
人
を
救
う
た
め
に
家
族
を

破
壊
す
る
副
作
用
》
の
両
者
が
同
時
に
存
在
す
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
は
我
が
国
の
「
家
族
の
崩
壊
」
状
況
に
つ
い
て
、

よ
り
正
確
な
把
握
を
試
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
現
状
把
握
に
基
づ
い
て
介
入
の
程
度
を
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
は
、
統
計
や
犯
罪
被
害
調
査
の
手
法
に
見
る
べ
き
発
展
が
み
ら
れ
る
が
、
介
入
の
積
極
性
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
に
倣
う
前

に
、
ま
ず
事
態
の
正
確
な
把
握
に
関
す
る
手
法
に
つ
い
て
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
に
倣
う
べ
き
で
あ
る
。
不
明
瞭
な
統
計
的
数
値
に
基
づ
い

て
一
般
的
な
危
機
意
識
を
煽
る
こ
と
は
、
行
政
の
資
源
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
ま
た
、
真
に
保
護
の
必
要
な
対
象
の
発

見
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
、
私
的
領
域
に
対
し
て
も
法
の
介
入
が
必
要
な
場
面
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
が
、「
家
族
の
崩

壊
」
へ
の
法
的
対
応
と
い
う
手
段
が
自
己
目
的
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
冷
静
な
現
状
把
握
と
、
慎
重
な
法
の
運
用
が
望
ま
れ
る
。
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（
10
）　

同
前
三
四
一
頁
。

（
11
）　

巻
口
勇
一
郎
「
家
族
病
理
・
暴
力
の
現
代
的
構
図
と
刑
事
法
、
司
法
福
祉
の
発
達
―
―
ア
ノ
ミ
ー
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
夫
婦
間
暴
力
、
児
童
虐
待
、
少

年
非
行
と
社
会
的
反
応
―
―
」『
常
葉
学
園
短
期
大
学
紀
要
』
三
四
号
、
七
一
頁
（
常
葉
学
園
短
期
大
学
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
12
）　

森
田
明
『
未
成
年
者
保
護
法
と
現
代
社
会
』
第
二
版
、
一
二
九
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
13
）　

田
村
正
博
『
全
訂
警
察
行
政
法
解
説
』
五
五
―五
六
頁
（
東
京
法
令
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。

（
14
）　

田
中
成
明
「
現
代
日
本
に
お
け
る
社
会
統
制
の
「
法
化
」「
非
＝
法
化
」
―
刑
事
法
制
へ
の
視
座
と
そ
の
分
析
モ
デ
ル
―
」『
犯
罪
社
会
学
研
究
』

一
九
号
、
二
一
―二
二
頁
（
一
九
九
四
年
、
日
本
犯
罪
社
会
学
会
）。

（
15
）　

森
田
前
掲
註
12
）、
二
八
九
頁
。

（
16
）　

同
前
二
九
四
頁
。

（
17
）　

筒
井
隆
志
「
配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
今
後
」『
立
法
と
調
査
』
三
一
〇
号
、
八
五
頁
（
参
議
院
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
18
）　

警
察
庁
生
活
安
全
局
長
「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
解
釈
及
び
運
用
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
」（
丙
生
企
発
第
三
一

号
）、
一
五
頁
（
二
〇
〇
九
年
）。

（
19
）　

例
え
ば
、
三
枝
有
「
児
童
虐
待
に
お
け
る
刑
事
法
の
在
り
方
」『
中
京
法
学
』
三
七
巻
三
・
四
号
、
二
八
六
頁
（
中
京
大
学
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
20
）　

巻
口
前
掲
註
11
）、
七
一
頁
。

（
21
）　

森
田
前
掲
註
12
）、
四
五
頁
。

（
22
）　

田
村
前
掲
註
13
）、
五
五
頁
。

（
23
）　U

.S. D
epartm

ent of H
ealth and H

um
an Services Centers for D

isease Control and Prevention, N
ational M

arriage and D
ivorce 

Rate T
rends. http://w

w
w

.cdc.gov/nchs/nvss/m
arriage_divorce_tables.htm

（
二
〇
一
四
年
、
一
月
一
日
閲
覧
）。

（
24
）　U

.S. D
epartm

ent of H
ealth and H

um
an Services Centers for D

isease Control and Prevention, N
ational V

ital Statistics 

Reports, 61

（1

）, 8

（2012

）.

（
25
）　 

厚
生
労
働
省
「
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
人
口
動
態
統
計
の
年
間
推
移
」、
四
頁
（
厚
生
労
働
省
、
二
〇
一
四
年
）。
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（
26
）　 

政
府
統
計
「
人
口
動
態
統
計
」、「
出
生
」、「
二
〇
一
二
年
」、「
嫡
出
子
―
嫡
出
で
な
い
子
別
に
み
た
年
次
別
出
生
数
及
び
百
分
率
」、http://

w
w

w
.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020103.do?_toGL08020103_&

listID
=000001112798&

requestSender=estat

（
二
〇
一
四
年
、
一
月
一

日
閲
覧
）。

（
27
）　U

.S. D
epartm

ent of Justice O
ffi

ce of Justice Program
s, Easy A

ccess to N
IBRS: V

ictim
s of D

om
estic V

iolence, 2010, http://

w
w

w
.ojjdp.gov/ojstatbb/ezanibrsdv/asp/selection.asp

（
二
〇
一
四
年
一
月
一
日
閲
覧
）。

（
28
）　Ibid.

（
29
）　

警
察
庁
『
平
成
二
四
年
の
犯
罪
』
三
三
六
頁
（
警
察
庁
、
二
〇
一
三
年
）。

（
30
）　U

.S. Census Bureau, Statistical A
bstract of the U

nited States 2012, 52

（2012

）. 

及
び
、
総
務
省
『
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
』
二
一
頁

（
総
務
省
、
二
〇
一
一
年
）。

（
31
）　Federal Bureau of Investigation, Crim

e in the U
nited States 2012 Expanded H

om
icide D

ata, http://w
w

w
.fbi.gov/about-us/

cjis/ucr/crim
e-in-the-u.s/2012/crim

e-in-the-u.s.-2012/offenses-know
n-to-law

-enforcem
ent/expanded-hom

icide

（
二
〇
一
四
年
一
月
一
日

閲
覧
）。

（
32
）　

前
掲
註
29
）、
三
二
五
頁
。

（
33
）　

Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
は
、
児
童
虐
待
防
止
法
虐
待
発
見
の
報
告
義
務
を
有
す
る
医
師
、
看
護
師
、
教
員
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
心
理

学
者
、
薬
剤
師
、
デ
イ
ケ
ア
提
供
者
、
少
年
保
護
観
察
員
、
Ｈ
Ｈ
Ｓ
職
員
、
矯
正
局
員
、
検
視
官
、
激
し
く
虐
待
も
し
く
は
養
育
放
棄
を
さ
れ
た
子
供
と

と
も
に
生
活
を
す
る
成
人
に
よ
る
、
児
童
保
護
サ
ー
ビ
ス
（Child Protective Service, CPS

）
機
関
へ
の
虐
待
報
告
や
、
ケ
ー
ス
レ
ベ
ル
の
虐
待
対

応
状
況
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。U

.S. D
epartm

ent of H
ealth and H

um
an Services, Childrenʼs Bureau, Child M

altreatm
ent 2012, ix 

（2013

）.

（
34
）　Ibid. at 7.

（
35
）　Ibid. at 19.

（
36
）　Ibid. at 6. 

二
〇
一
二
年
で
は
全
相
談
件
数
の
う
ち
、
三
八
％
の
相
談
が
除
外
さ
れ
て
い
る
。
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（
37
）　

例
え
ば
、
竹
沢
純
子
「
児
童
虐
待
の
現
状
と
子
供
の
い
る
世
帯
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
的
状
況
」『
季
刊
・
社
会
保
障
研
究
』
四
五
巻
四
号
、

三
五
五
―三
五
六
頁
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
）、
池
谷
前
掲
註
3
）、
二
〇
頁
。

（
38
）　U

.S. D
epartm

ent of H
ealth and H

um
an Services, Childrenʼs Bureau, Child M

altreatm
ent 2009, 17 （2010

）.
（
39
）　Ibid. at 19.

（
40
）　Ibid. at 21.

（
41
）　

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
人
口
動
態
・
保
健
社
会
統
計
課
行
政
報
告
統
計
室
『
平
成
二
四
年
度
福
祉
行
政
報
告
例
の
概
況
』
八
頁
、（
厚

生
労
働
省
、
二
〇
一
三
年
）。

（
42
）　

総
務
省
統
計
局「
人
口
推
計
」平
成
二
四
年
一
〇
月
一
日
現
在
。http://w

w
w

.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001109855

（
二
〇
一
四

年
一
月
一
日
閲
覧
）。

（
43
）　U

.S. D
epartm

ent of H
ealth and H

um
an Services, supra note 33

） at 39

―40.

（
44
）　Ibid. at xi.

（
45
）　

内
閣
府
『
平
成
二
五
年
版
子
ど
も
・
若
者
白
書
』
四
九
頁
（
内
閣
府
、
二
〇
一
三
年
）。

（
46
）　

厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
総
務
課
『
児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て
』
四
頁
（
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
総
務
課

二
〇
一
一
年
）。

（
47
）　

ア
メ
リ
カ
の
ネ
グ
レ
ク
ト
の
比
率
の
高
さ
は
、
非
嫡
出
子
の
多
さ
と
の
関
連
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

（
48
）　U

.S. D
epartm

ent of H
ealth and H

um
an Services, supra note 33

） at 52. 

な
お
、
前
年
度
の
報
告
書
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
の
死
者

数
が
一
五
四
六
（
一
五
八
〇
）
人
と
さ
れ
、
一
七
人
少
な
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
後
に
報
告
が
追
加
さ
れ
た
か
、
誤
記
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。U

.S. D
epartm

ent of H
ealth and H

um
an Services, Childrenʼs Bureau, Child M

altreatm
ent 2011, 57 （2012

）.

（
49
）　U

.S. D
epartm

ent of H
ealth and H

um
an Services, Childrenʼs Bureau, supra note 33

） at 53.

（
50
）　

厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
児
童
虐
待
等
要
保
護
事
例
の
検
証
に
関
す
る
専
門
委
員
会
『
子
ど
も
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
等
の
検
証
結

果
等
に
つ
い
て
第
九
次
報
告
」（
厚
生
労
働
省
、
二
〇
一
三
年
）。
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（
51
）　

総
務
省
統
計
局「
人
口
推
計
」平
成
二
三
年
一
〇
月
一
日
現
在
。http://w

w
w

.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001088119

（
二
〇
一
四

年
一
月
一
日
閲
覧
）。

（
52
）　

厚
生
労
働
省
前
掲
註
五
〇
）、
一
三
八
頁
。

（
53
）　U

.S. D
epartm

ent of H
ealth and H

um
an Services, Childrenʼs Bureau, supra note 33

） at 6.

（
54
）　

警
察
庁
生
活
安
全
局
少
年
課
『
平
成
二
四
年
中
に
お
け
る
少
年
の
補
導
及
び
保
護
の
概
況
』
六
七
頁
（
警
察
庁
、
二
〇
一
三
年
）。

（
55
）　

同
前
七
二
頁
。

（
56
）　

内
田
良
「
児
童
虐
待
の
発
生
を
め
ぐ
る
パ
ラ
ド
ク
ス
」『
愛
知
教
育
大
学
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
一
二
号
、
二
七
〇
頁
（
愛
知
教
育
大

学
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
57
）　

竹
沢
前
掲
註
37
）、
三
四
六
頁
。

（
58
）　

同
前
三
五
三
―三
五
五
頁
。

（
59
）　

総
務
省
『
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
政
策
評
価
書
』
五
五
頁
（
総
務
省
、
二
〇
一
二
年
）。

（
60
）　

同
前
五
四
頁
。

（
61
）　

同
前
五
六
頁
。

（
62
）　

埼
玉
県
福
祉
部
子
ど
も
安
全
課
「
平
成
二
四
年
度
の
県
内
児
童
相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐
待
通
告
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
」
別
表
、http://w

w
w

.

pref.saitam
a.lg.jp/uploaded/attachm

ent/563394.pdf
（
二
〇
一
四
年
一
月
一
日
閲
覧
）。

（
63
）　

厚
生
労
働
省
「
児
童
相
談
所
で
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
（
対
前
年
度
比
較
、
都
道
府
県
別
）」http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/

houdou/2r98520000037b58-att/2r98520000037ban.pdf

（
二
〇
一
四
年
一
月
一
日
閲
覧
）。

（
64
）　

東
京
都
福
祉
局
『
児
童
虐
待
の
実
態
―
東
京
の
児
童
相
談
所
の
事
例
に
み
る
―
』
四
頁
（
東
京
都
福
祉
局
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
65
）　

同
前
九
頁
。

（
66
）　

同
前
八
頁
。

（
67
）　

東
京
都
保
健
福
祉
局
『
児
童
虐
待
の
実
態
Ⅱ
―
輝
か
せ
よ
う
子
ど
も
の
未
来
、
育
て
よ
う
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
』
一
八
頁
（
二
〇
〇
五
年
、
東
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京
都
福
祉
局
）。

（
68
）　

島
根
県
「
平
成
二
二
年
度
児
童
虐
待
相
談
補
助
統
計
」http://w

w
w

.pref.shim
ane.lg.jp/life/child/kodom

o/gyakutai/jidousoudannsyo/

jidousoudannsyo.data/H
23_hojyo-tokei.pdf

（
二
〇
一
四
年
一
月
一
日
閲
覧
）。
福
岡
市
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
『
福
岡
市
こ
ど
も
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
事
業
概
要
平
成
二
一
年
版
』
三
六
頁
（
福
岡
市
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
）。
山
形
県
子
ど
も
政
策
室
子
ど
も
家
庭
課
『
児

童
虐
待
相
談
事
例
調
査
分
析
報
告
書
』
五
頁
（
山
形
県
子
ど
も
政
策
室
子
ど
も
家
庭
課
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
69
）　

広
島
市
『
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
』
三
頁
（
広
島
市
、
二
〇
一
二
年
）。

―
こ
じ
ま　

の
ぶ
ゆ
き
・
上
越
教
育
大
学
人
文
・
社
会
教
育
学
系
准
教
授
―
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